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水性ビニルウレタン系接着剤の接着性(第 2報)
乾湿状態における接着性 と接着剤の物性*l

滝 欽二*2,水町 浩*3,山岸祥恭*2

BondqualityorPVA-isocyanateReactive
ResinAdhesives(ⅠⅠ)

Relationbetweenbondqualityatdryand wetstate

andphysicalpropertiesorcuredresin films*l

KinjiTAKI*2,HiroshiMIZUMACHI*3

andYoshiyasuYAMAGISHI*2

PVA-diisocyanatereactiveresinadhesives(KoyoSangyoCotKR-7700resin)wasusedto
bondseveralwoodlaminationsandtomakecuredresinfilms,towhichwasappliedthe
tensiletestandalsotheviscoelasticmeasurement.

Resultsobtainedareasfollows:

1)Becausecuredresinfilms,whichconsistmainlyofpvApolymer,haveawaterabsorba-
bility,Tg(temperatureofE''peakofPVApolymerphase)andMOEofthemareaffected
considerablybymoisturechanges･
2)Therefore,thebondqualityaftercyclictreatmentsshowedsomeextentofdecrementat
wetstateincomparisonwiththeinitialdrystatetest,butthisresinhadaremarkablerecovery
ofbothstrengthandwoodfailurebydryingfromwetstate･Thisrecoveryofbondquality
isacharacteristicofPVA-diisocyanateresinadhesives･
3)AmountsofhardnerABaddedtoresinformulationsinnuencedlargelytherecoveryof
bondquality,andthemorehardnerAEwasadded,themorethisrecoverybecameremarkable･

PVA-イソシアネート系接着剤の接着性能試験によると, この種の接着剤はdry状態とwet状態の場

合で接着性がかなり異なると言われている｡この問題を究明するため, ここでは硬化 した接着剤 (光群

産業KK,KR-7700)フィルムの物性を検討し,さらにフィルム引張試験を実施 した｡(1)合板,挽材

二枚張,厚単板積層板のいづれの接着においても,レゾルシノール接着剤とは異なり,wet状態からdry
状態になると接着強さ,木破率とも常態と同じ程度,またはそれに近くまで回復する｡(2)接着剤の粘

弾性的性質によると,この接着剤は連続相の吸水性ポリマー (PVA)が接着剤のガラス転移温度l動的

粘弾性に大きく影響する｡(3)接着剤フィルムの引張試験の結果によると,フィルム抗張力はwet状態

ではdry状態の50帝程度となるが,伸長皮は逆に大きくなる｡(4)この接着剤は処理後のdry状態の

接着強さには浸演処理温度,くり返し処理の影響はほとんどみられず,水分の可逆的な出入りが接着性

やフィルム抗張力に影響する｡

*lReceivedseptember20,1978. 本報の一部は第
28回日本木材学会大会 (1978年 4月,名古屋)で

発表した｡

*2静岡大学農学部･木材接着学研究室 Facultyof

Agriculture,shizuokauniverslty,Shizuoka･

*3現私 東京大学農学部 FacultyofAgriculture,

TokyoUniverslty,Bunkyo-ku,Tokyo･

1.緒 言

ポリビニルアルコール(PVA)イ ソシアネ-ト系接着

刺-水性 ビニルウレタン接着剤-の接着性に関する研究

の-環として,前報')では架橋密皮と接着性について論

じた｡その結果次のことが得られた｡架橋剤添加割合に

よって架橋密皮が異なる一連のものが得られ,被着体が

木材のはあいは少量の架橋剤添加でも木部破断を大きく

生ずるため,架橋密度と接着強さとの間に有意な関係は
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認められなかった｡またアルミニウム板の接着では架橋

密度の増加とともに接着強さは増大するが,ある程度以

上になると却って低下する｡

この接着剤は主剤に水溶性のPVAおよびSBRラテッ

クスなどが用いられ,ジイソシアネー トと反応して架橋

構造を形成 して不溶化するが,架橋密度如何によって水

分の影響をかなり受けるものと思われる｡

本鞘では合板のみならず,厚単板や挽材二枚張の接着

を試み,その乾湿状態における接着性,ならびに特徴的

な性質を示すこの接着剤の物性を明らかにするため接着

剤フイ ルムの粘弾性特性を測定 し,さらに接着剤フィル

ムの機械的性質の測定にフイルム引張試験を実施するこ

とによりこのビニルウレタン接着剤の接着性について検

討 した0

2.実 験 方 法

2.1 木材の接着

2.1.1 挽材二枚合わせ接着

供試材 アサム (Asam,Mangiferaspp･)全乾比重

0.56,含水率約 10多

セ ランガンバ ツー (Selanganbatu,Shoreaspp･)

全乾比重0.85,含水率約 10帝

試験片の大きさ 厚さ×幅×長さ:5rrmX20rrmX150

rrm

Tablelの接着剤配合で各条件 5組接着し,圧締解圧

後 20℃,65帝R.H.室内で1週間コンデ ィショニングし

て,-つの接着面積が20rrm x15rrmのダブルカッ ト式

(合板のフランス規格の変型)の試験片を作成した｡

前処理条件

冷水浸演処理 :20℃,冷水 4hr浸演(wet)-60℃,

2hr乾燥 (dry)0
温水浸液処理 :70℃,温水4hr浸潰(wet)-60℃,

2hr乾燥 (dry)a

Tablel･Glueconditionoftwoplylumbers･

Resin VinytUrethane Resorcinol
(KR-7700) (J-6000)

resin 100 100

catalyst AE 5,15,25parafolmaldehyde
(weight parts) 10

gluespread蛋/(30cm)2 15-20DGL

pressuretorquewrench(kg.cm) 70-80

presstime (hr) 24

煮 沸 処 理 :4hr煮沸(wet)-60℃,2hr乾燥(dry)0

上記の前処理をしたあと,島津オートグラフ500Sを

使用し,荷重速度12mm血 inで引張せん断試験を した｡

なお,前処理条件の中の(wet),(dry)とはそれぞれ各

処理後の儒れた状態,乾いた状態で引張せん断試験を行

ったことを示し,結果のところで述べる図と対応させた｡

2.1.2 厚単板の接着

供試材 KK.イサオ製作所によるロータリレースむきし

た比較的良好な厚単板を用いた｡

レッドメランチ(Redmeranti,Shoreaspp･)

全乾比重0.56,含水率約10卑

カブール(Kapur,Dryobatanopsspp･)全乾

比重053,含水率約 10肇

メソクラン(Menkulang,Tarrietiaspp･)坐

乾比重 0.59,含水率約 129を

大きさ 厚さ×帽×長さ :8rrmX250rm XIOOOrrmの

厚単板の同一樹種同志を裏割れが内側になるようにして

Table2の条件で,ボル トナット式の治具に入れて厚単

板積層板を製造した｡接着試片は,厚さX幅×長さ16

m x20m X200m の大きさの試片を各条件 10回準

備し,フランス規格に準じ,一つの接着面積が20mnX

20Trmとなるようにダブ ルカットしたO

前処理条件

4hr煮沸-60℃,20hr乾燥-4hr煮沸(wet)-60

℃,20hr乾燥 (dry)0

引張試験方法は2.1.1と同様である｡

Table2. Glueconditionoflaminatedthickveneer
lumbers.

Resin KR-7700

resincatalyst 100

(weig加 parts) AE 5

pressure,torquewrencb 1400-1500
(kg.cm)

presstime (br) 24

2.1.3 合板の製造

供試材 供試材をTable3に示すo

大きさ 縦×横 :45cmX45cmの単板をTable4の条

件でホットプレス接着し,JASA型試験片を各条件10

個準備した｡

前処理条件

4時間煮沸くり返し処理 こ4hr煮沸-60℃,20hI･乾燥

-4hr煮沸(wet)-20℃,1weekconditioning(dry)｡
36時間連続煮沸 :36hr連続煮沸 (wet)20℃,1week
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Table3･Propertiesofveneers･

Botanical thickness dep仇 ofcbeck

[木材学会誌 Vol.25,No.3
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Table4･Preparedconditionorplywoods･

Resin KR-7700

resincatalyst 100

(weightparts) AE 10

gluespTead g/(30cm)2 40

presstemp.(℃) 100

presstime 1

conditioning(dry)0

72時間連続煮沸処理 :72hr連続煮沸 (wet)-20℃

1weekconditioning(dry)a
引張試験方法は2.1.1と同様である｡

2.2 接着剤フィルムの引張試験

2.2.1 架橋剤添加割合と各温度吸水乾燥処理とフィ

ルム抗張力

供試 接 着 剤 KR-7700

接 着 剤 100部

架橋剤 (AE) 0,3,5,10,20,30,40醇 (重量比)

厚さ3m のテフロン坂上で,上記の割合で調合した

接着剤をよく撹拝し,フィルムアプリケ一夕を使用して

接着剤フィルムを作成した｡1日室温放置後,テフロン

板よりフィルムを刺し,60℃･-76mmHgで5日間減

圧乾燥したOフィルムの厚さは0.05-0.07rrm である.

Fig･1のようなダンベル型のフィルム引張試片を作成し,

蛙蔓

(mm.)

Fig･1･Tensiletestspecimen(dumbbelltype)
ofcuredresinfilms.

島津オ- トグラフ500Sに,2kgのロー ドセルを取 り付

け,引張速度 5m /minで試験 した｡伸長度はフ ィルム

に鉛筆で印を付け,その標点距離を2cmとし,上下の標

点を二つの読み取り顕微鏡を用いて測定したO測定は 20

℃,659bR.H.恒温恒湿内で行ったo試片数は各条件5

片とした｡また,フィルム試片の前処理を施 したものも

併せて試験 した｡なお,前処理は下記のように連続 して

行い,途中取 り出して試験 した｡

前処理条件

20℃,冷水4hr浸債(wet)-60℃,20hr抱腹(dry)

-70℃,温水4hr浸潰(wet)-60℃, 20hr乾燥

(dry)-煮沸 4hr(wet)-60℃,20hr乾燥(dry)0

2.2.2 飽和塩茶気による吸水処理とフィルム抗 張力

供 試 接 着 剤 KR-7700

主 剤 100部

架橋剤 (AE) 10,30部 (重巌比)

20℃恒温室内で,Table5に示した各種塩類の飽和溶

液を調整 してデシケータ法によって吸水させたフィルム

を2.2.1と同様にして引張試験をした｡

Table5･ Methodofhumidityconditionln笛ln
desiccator(20℃).

Solution Relativehumidity(%)

ZnC12 10.0

CaC1望 .6aq. 32.3

Ca(NO思)2.4aq. 56

CuCl2.2aq. 68.5

NaCl 75.8-78.3

KCl 85-86.3

2.3 動的粘弾性の測定

2･2･1と同様な架橋剤割合で作成 した接着剤フィルム

を 2rTmX30rrmの大きさの切片にし,前報1)と同様に

して動的粘弾性を測定 した｡また,一部飽和塩類に より

吸水させた接着剤フィルムの粘弾性 も併せて測定した0

3.結果および考察

3･1 木材の接着試験結 果

Fig･2は挽材二枚合わせ接着の結果である｡硬化温度

は中温の40℃とした｡図中,controlは常態試験を表わ
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Fig･2･Falloftheadhesivestrengthoftwoply
lumbersbytreatment(KR-7700resin)･

⑳ :Asam, ○:Selanganbatu

L,wet , dryは2.1.1で述べたように試験片がwet状

億 , dry状態ojそれぞれ結果を示す07サム,セランガ

ンバツーとも接着強さ残存率および木破率はcontrolに

比べ鬼も理後のwet状態ではかなり低下するが,condition-

ing後のdry状態になるとcontrolと同程度まで回復し

ている｡ まず接着強さについてみると,セテンガンバツ

ーはwet状態ではcontrolの30-50肇の残存率であった

ものが, dry状態では60-100碑まで回復 し,アサムで

は処理温度にかかわらずwet状態で約55帝の残存率であ

ったが,dry状態ではcontrolの90卑以上まで回復して

いる0 本破率についても同様の傾向がみ られ,セランガ

ンバツーでは常態で 100肇あったものがwet状態で は

15-20肇とかなり低下するが, dryになれば再び 100帝

に回復する｡

Fig･3は架橋剤添加魔を変えた結果で･前報l)でも一

部述べたが,接着強さにおよぽす架橋剤添加割合の影響

は常態および処理後のdry状態では 5-25部添加ともほ

とんど差異は認められず,木破率も全て 100帝で 5部添

加でも十分な接着強さを示す｡しかし,wet状態では架

橋剤添加の効果が明らかに現われ,接着強さ,木破率と

も5艶添加が最も小 さく,次いで 15恥 25部と添加最

が多くなるほつれて大きくなる｡ こ の試験の架橋剤添加

割合では 25部添加のはあいが接着性能は-番良いOし

か し,いづれの架橋剤添加割合でも接着強さ,木破率と

もwet状態からdryになることによって回復性が存在す

るこ とが見られるo

Fig･4-5は比較のために用いたレゾルシノール接着剤

(大 日本インキ,プライオーフェント 600日)の結果で,

接着硬化温度を常温 (20℃)と100℃で行い,ビニルウレ
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Fig･3･Bond quality ofPVA-isocyanatereactive
resinbondedtwoplylumbers(KR-7700

resin)･Catalyst(AE,weightparts) 0:5%,
◎:15%,⑩ :25%

Tccntro120oC 700C IOOoC
wet dry wet dry ～betdry

Treatment

Fig･4･Bond quality ofresorcinolresinbonded
twoplylumbers(Asam,Plyophen十6000
resin). curlngtemperatureO‥20oC,
○ :loo℃

タン接着剤で接着したものと同じ処理を施したoFig･4

のアサムではビニルウレタン接着剤のはあいと同様に前

処理後のwet状態に比べ,dry状態の方が大きい接着強

さが得られ,また接着硬化温度が20℃, 100℃とも同様

な傾向を示す｡アサムは比重は中庸であるが･防腐剤の

注入はしやすい緋 )といわれるほど吸水性に富み7接着

剤の木材中への浸透は大きい｡とくに硬化温度が高い方

が接着剤の粘度は低くなり,木材中-の接着剤の浸透は

より早く生じるので, 100℃硬化では浸透過度のためか

接着は良好でなく,20℃硬化よりも接着強さは低下 した

と思われる0-万,Fig･5の比重が非常に大きいセラン
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Fig･5･Bond quality ofresorcinolresinbonded

twoplylumbers(selanganbatu,plyophen

十6000resin)･curingtemperatureO:20℃,
○:loo℃

ガンバツーではwet状態とdry状態の接着強さ,木破率

はアサムのばあいと異なって, 100℃処理を除き,dry

状態の方がwet状態よりも接着強さが低い｡また 20℃硬

化(○印)よりも100℃硬化 (⑳印)の方が明らかに接着

性は良いO:tくに20℃硬化のばあいでは前処理条件の浸

液温度が蒔くなるにつれdry状態,wet状態とも処理後

の接着強さ服大きくなっている｡ これはいわゆるレゾル

シノール接着剤の処理による後硬化が生じた結果と考え

られる｡ 硬化温度が100℃のときには20℃硬化のばあいI

と反対に,す前処理温度が高くなるにつれ処理後の接着強

さは低下している｡ つまり,20℃硬化のときは接着剤の

完全硬化が期待できな頼 このため,その後の処理で硬

化が促進【され接着性も｢時的に増大する｡それに比べ

10叩 硬化のときは完全硬化した.と考えられるO レゾル

シJ J ル接着剤はビニルウレタシ接着剤と異なり, wet

状態から1,dry状態になっても接着強さ,木破率に-質 し

た傾向は現われ無かった｡

Fig･6は厚単板積層板の材質に関する研究B)の中の,

接着性能試験の結果である｡前述のアサム,セランガン

バツP.lと同様に,･JAS集成材規格に準じたくり返し処

理を施した後の,wet状態における接着強さは常態の

45-50劇こ低下す-るが,.その後のdry状態では常態の

即欄,30-40kg/cm2の接着強さを示し,回復性の存在

が認められる｡､

Fig･7ノほ合板にはあまり用いられていない南洋材のジ

ェル トンのロータリ単板を使用した･合板の接着試験結

果4)である〇･硬化温度は100℃･よした04時間煮沸くり

返し,36時間連続煮乱 72時間連続煮沸と,条件が厳

[木材学会誌 Vol.25,NoB3
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しくなるにしたがって接着強さ,木破率とも低下が大き

くなるが,wet状態- dry状態では明らかな回復性の存

在が認められるOなお,wet状態で接着強さが低下して

も,比較に加えたラワンではJAS規格の合板の-類試験

に十分合格する値が得 られている｡ ビニルウレタン接着

剤は ミズナラの厚板の常温接着試験で接着強さの回復性

が存在すると報告6)され また蒲生等 も合板の耐久性試

験において接着強さの低下はほとんど可逆的であり,湿

った状態から乾燥するこ とによって接着強さはほぼ初期

値まで回復すると述べている6)0

3.2 接着剤 フィルムの動的粘弾性

前述のように,この ビニルウレタン接着剤はdry状態

wet状態で接着強さ,木破率が大いに異なる性質を持ち,
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かつ,Wet状態からdry状態になれば接着強さ,木破率

とも回復するという他の接着剤には見 られない接着剤で

あるOそこで,この特異甘性質を示す接着剤の物性を検

討す るため接着剤フィルムの動的粘弾性を測定した｡測

定周波数は110Hzとした｡Fig･8は架橋剤添加割合を

変えたときの動的粘弾性の結果の一部を示す｡ この接着
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Fig･8･Dynamicviscoelasticpropertiesofcured
resin filmswith variousformulations

(KR-7700resin)･
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刺(KR-7700)は前報 1)のKR-121と同様に,ゴム状髄

域 (こ こでは 170-200℃)で貯蔵弾性率E'の増加が見 ら

れるが,これは一般の架橋ポリマーの粘弾性的特徴と一

致する7)0 KR-7700とKR-121は主剤であるPVAの

重合度やケン化度また SBRなどの充填剤の配合割合が

異TA-る｡

Fig･9は接着剤フ ィルムが乾燥した状態のものと,

Tab一e5に示 したデシケータ中に入れた飽和塩蒸気によ

り吸水させたもの,すなわちdry状態とwet状態の測定

結果である｡ このビニルウレタン接着剤はガラス転移温

皮 (Tg)の高いポ リマーか ら成る連続相の中に,もう一

つTgの低いポリマーから成る相が分散した構造 (分散

相)になっていると推定できる｡分散相の成分はSBR

と思われるが,これは吸湿性は麺いためフィルムの吸水

率によらずほぼ同じ位置(0-So℃)にそのガラス転移域

が表われている｡ したがって,この温皮域で試料の弾性

率EJは一旦低下するOその衡 連続相のTgにおいて弾

性率は再び大きく低下するが,連続相は吸水性ポリマー

(PVA)でできているため高湿側のTgは吸水率に強く依

存する｡この粘弾性測定は空気中で昇温させながら測定

しているので,測定中にフィルム試料は乾燥してしまい,

弾性率の吸水依存性を正確に求めることは配難であるが,

吸水率が大きいほどTgが低 くなるという一応の傾向は認

められる(Fig･9,dry状態-KCl塩蒸気中一CaSO.塩蒸

気中)OもLT試料が完全に濡れた状態であれば,このTg

は室温またはそれ以下になるものと想像される｡この連

続相のポ リマーの吸水性が 3.1の接着強さや木破率に大

きく関係 し,wet状態では吸水 して可塑化 され接着性が

TVC I5'o

Temperature(Oc)
0 EO

Fig･9･Dynamicviscoelasticpropertiesofcuredresinfilms
withvarioushumiditycondi亡ionings(KR7700resin).
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低下すると考えられるQ

3.3 接 着剤 フ イル ムの抗張力 と伸長度

3.2よりこの接着剤フィルムは水分の影響を強く受け,

ガラス転移温風 弾性率などの接着剤の物性が異なるこ

とがはっきりした｡そこでさらにこの接着剤フィルムの

機械的性質をみるためフィルムの引張試験を実施 した｡

Fig･10は架橋剤の添加率とフィルム杭脹九 伸長度

の関係を示す｡図中のwetとは20℃水中に2日間浸噴後,

表面の水分を折紙で軽く吸取りす ぐに引張試験をした結

果である｡架橋剤を添加 したこれ らの接着剤フィルムは

水に浸演すると軟化し,黄白色だったものがやや黒っぼ

く見えるが,水にはほとんど溶解 しないOこの溶解性に

ついては別に報告する｡dry状態 (○印),wet状態(㊨

印)ともに架橋剤添加率が 10帝程度までは添加亀が増す

につれてフィルム抗張力は急激に増大するが,その後は

添加量が増えても抗張力は余り大きく13:らない｡ これと

は逆に,フィルムの伸長度は架橋剤添加量が少ないほど

大きくなるOとくにwet状態では架橋剤添加巌が少ない

と100帝以上の伸長度を示す｡伸長皮の大きい理由は架

橋剤添加量が少ないと架橋密度も小 さくなり,相対的に

柔軟性を持つためであると考えられる｡wet状態におけ

るフィ/レム抗張力はdry状態に比べて小さく, 50-60%

程匪しかないoFig･11はこれ らの抗張九 伸長皮の関
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Fig･10･ Thetensilestrengthandelongationof

curedresinmmsatdryandwetstate

(KR-7700resin)･ O,△ :dry,●,▲ :wet

係をdry状態,wet状態すべてについてプロットしたも

のである｡架橋剤添加 0醇のものを除 くと,この接着剤

フィルムはPVA繊維 と同様に抗張力が大きいと伸長産

は小さいという関係がある8)o こ0)抗張力と伸長皮の関

係はdry状態,wet状態とも同じ負の指数曲線をとるも

のと言え,架橋密度の小さい接着剤フ イルムはdry状感

でも伸長皮は大きく,逆に抗張力は小 さくなる｡

各温度浸偵 くり返 し後の乾湿状態の結果をFi針12に

示した｡図の左端から順次連続して処理を施 した｡Eo℃

水中-100℃煮沸水中で処理 したものは多少のバラツキ

はあるが,浸潰温度にかかわ らずいづれ もほとんど同じ

程度の抗張力の低下および回復を示す｡この回復値は常

態のばあいとほとんど変わらない ｡このことから,処理

浸潰温度がこの接着剤フィルムの抗張力に与える影響は

Figl11･ Relationbetweentheten.silesErengthand

elongationofcuredresirlfilms(KR-7700

resin)･○:dry,◎:wet
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Fig･12･ The･tensilestrengthofcuredresinfilms
atdryandwetstateaftercyclictreat-

ments･catalyst(AE,weightparts):10%
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ほとんど見られず,またくり返 し連続処理による影響も

ないと考えられ,これは前述の木材の接着性能試験結果

と類似している｡せん断接着強さと抗張力とは異質であ

るが,低下,回復の傾向がよく一致する｡

次に種 の々飽和塩溶液によるフィルムの吸水性と抗張

九 伸長皮の関係を検討した｡Fig･13は相対湿度と接

着剤フィルムの吸水率の関係を示す｡温度は20℃である｡

この関係は一般のPVAの吸水性と同様8)に,相対湿度

が増せば吸水率もわずかづつ増大し,85%以上で急激に

吸水率が大きくなる｡架橋剤添加藍が多いほど架橋密度

は増大するので水分の吸収は少なくなり,吸水率は全体

に低くなっている｡Fig･14はそのときのフィルム杭張九

伸長皮を示す｡わずかな吸水によっても抗張力や伸長皮

に大きな変化をもたらす｡wet状態では吸水して軟化す

るが,dry状態になって水分子が除かれれば再び抗張力

を取りもどすと考えられる｡
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tensile strength ofcured resin films･
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Table6･ Statictensilemodulus(MOB)ofresin
filrnscalculatedfrom stress_straincurve

(20℃).

KR-7700 dry wet KCl
dy°e/C汀pdy°e/cr謹 dyne/cmB

A%E(weightparts)1030 3.6×109 4.3×108 1.3×10浅

(20) (85) (57)

9.2×109 5.9×108 2.8×10比

()percent:elongation

動的粘弾性の測定結果からほwet状態の弾性率は測定

上明らかにできなかった｡そこでフィルム引張試験の応

カーひずみの関係から引張弾性率を求めた｡Table6は

フィルムのポアソン比を0.5と仮定し,簡単に算出した

静的引張弾性率を示す｡表中のwetとは2日間冷水浸潰

したもので,そのときの吸水率は約8%.KCl塩蒸気に

よる吸水は約 11帝であった｡ただしフィルムは前述した

ように20℃,65酵R.H.恒温恒温室内で引張測定してい

るので,儒れたフ イルム試料は測定中に少しは乾燥して

しまうが,各試片の代表的なものを選んで計算した｡フ

ィルムが儒れた状態にfj:れば乾燥した状態に比較 し,静

的引脹弾性率は 109から108dyne/cm2に1ケタ以上小

さくなり,wet状態の弾性率はdry状態の 1/10しかな

い｡

4.結 論

乾湿状態におけるビニルウレタン接着剤(KR-7700)

の接着性能試験,および接着剤フイJレムの動的粘弾性の

測定の結果,次のことが得られた｡

1)合板などの接着試験ではレゾルシノール接着剤と

異なり,wet状態からdry状態になるに従い,接着披き

および木破率は回復する｡

2)架橋剤添加量を増せば接着強さ,木破率ともwet

状態での低下割合が小さくなる｡

3)連続相のポリマー(PVA)が吸水性を持つため水

分の影響を受け易く,吸水率によって接着剤の帯が変化

し,弾性率が減少する｡

4)木材の接着強さ,木破率と同様に,接着剤フィル

ムの抗張力はwet状態からdry状態になることによって

回復 し,浸潰処理混乱 くり返し処理の影響はほとんど

みられない｡

5) フィルム引張試験によると,wet状態ではdry状

態に比較し,静的引張弾性率は1/10以下である｡
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